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令和８年度 北海道恐竜・化石ネットワーク研究会 議事概要 
 

＜概要＞ 

〇日 時：令和８年(2026 年)6 月 2 日（火）13：30～14：20 

〇場 所：オンライン(Zoom)開催 

〇出席者：別紙「出席者名簿」のとおり 

〇次 第： 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 議 題 

(１)令和 7 年度の取組（報告） 

(２)令和 8 年度の取組（案） 

(３)各博物館・団体等からの話題・情報提供について 

４ その他・質問等 

５ 閉 会 

 

１ 開会 

［北海道］ 

⚫ 令和８年度第１回北海道恐竜・化石ネットワーク研究会を開催する。本日の司会を務める枝

村。どうぞよろしくお願いする。 

⚫ 開会にあたり、北海道総合政策部地域政策課地域資源活用担当課長の森よりご挨拶申し上げ

る。 

 

２ 挨拶 

［北海道・森］ 

⚫ 北海道総合政策部地域政策課 地域資源活用担当課長の森。 

  本日はお忙しい中、会議にご出席いただき、感謝。 

⚫ 最近の道内の恐竜・博物館に関する話題として、本年４月にむかわ町の「穂別恐竜博物館」が

リニューアルオープンし、８メートルに及ぶカムイサウルス・ジャポニクスの全身骨格標本が

展示されるなど、大変注目を集めていると伺っている。 

⚫ こうした動きは、地域の魅力発信はもとより、観光振興や教育旅行、地域活性化の面からも大

きな期待が寄せられているところ。 

⚫ 本日は昨年度の活動報告と今年度の取組について、意見交換させていただきたいと考えてい

る。昨年度の当研究会の活動としては、多くの市町の皆様のご協力のもと、NHK 札幌放送局

と連携した事業展開や埼玉県越谷市のイオンレイクタウンでのイベント開催など、道内各地域

が有する恐竜・化石の魅力発信に取り組んできた。 

⚫ 今年度については、昨年度同様越谷市や札幌市内で開催するイベントで「恐竜・化石大陸ほっ

かいどう」をこれまで以上に、情報発信していきたいと考えているところであり、ご協力をよ

ろしくお願いしたい。 
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⚫ 本日は、各地域のみなさまの最近の活動などについても情報共有を図るとともに、活発な意見

交換の場となれば幸い。 

 

３－１ 議題（１） 

［北海道・五味］ 

⚫ 議題（１）、令和７年度の取組（報告）について、資料に沿って説明。 

 

３－２ 議題（２） 

［北海道・五味］ 

⚫ 議題（２）、令和８年度の取組（案）について、資料に沿って説明。 

 

３－３ 議題（３） 

［北海道・枝村］ 

⚫ 続いて、議題（４）各博物館・団体等からの話題・情報提供について。 

［むかわ町・陶］ 

⚫ 北海道初の恐竜博物館である、むかわ町個別恐竜博物館として、4 月 25 日にリニューアルオー

プンした。 

⚫ そして新たにオープンした恐竜館では、国内最大最高の恐竜全身骨格である穂別産恐竜カムイ

サウルスの実物化石を中心に、白亜紀のアジアと北アメリカの恐竜世界を紹介して、そして、

これまでの博物館施設は海洋化石館として、穂別産クビナガリュウや穂別アラキリュウ、モサ

ウイルス、アンモナイト化石など、白亜紀に海だった穂別を紹介。 

⚫ またそれとは別にイベントとして、昨年度の 9 月 27 日から 28 日にむかわ町恐竜フェスタを開

催、直近では、3 月 28 日、29 日に、BiVi 新札幌でダイナソーアドベンチャーという恐竜イベ

ントを開催。 

⚫ また特にむかわ町恐竜フェスタについては、北海道恐竜化石ネットワーク研究会の後援もいた

だき感謝申し上げる。 

［中川町・吉永］ 

⚫ 本年度の 5 月のゴールデンウィークに、毎年やっている化石のイベントを開催。 

⚫ その他 7 月に毎年の恒例行事の総観察会、それと森の学校という恐竜化石の発掘の調査を開催

する予定。 

［小平町・長澤］ 

⚫ 小平町は、普及教育活動ぐらいしかできることがないが、今年度もそろそろ、中高生の化石発

掘体験の時期になる。 

⚫ 今議論になってるのは、クマの話が多く出てきて、学校と実施についてのあり方について、特

に、白亜紀層のある地域は熊が活動する地域なので、どうしようかねっていう議論をしてい

る。 

⚫ 化石の関係の方がいらっしゃるのでちょっとご案内させていただくが、達布地区の入林承認に

つきまして、小平町教育委員会を経由するっていう制度をやっていたが、それについては、と

りやめることにし、直接、留萌南部森林管理署にご申請いただくような形になったので、ご報

告ご案内したい。 



3 

⚫ 今年度他にも実は小平ふるさと塾という取り組みを毎年やっており、今年度については、9 月

12 日に新聞報道にもあったが、おそらく子供たちと化石発掘しているエリアじゃないかなと思

うが達布の上記念のあたりで、カミキネンスギというのが新属新種として報告されたというニ

ュースがあり、北大の山田先生にお話させていただいて、一応 9 月 12 日、まだこれから依頼

はこれからだが、スケジューリングしているところ。 

［足寄町・澤村］ 

⚫ 足寄博物館は、束柱類のデスモスチルス類の研究展示をメインでやってきたが、2000 年に幌

加内町で見つかった、大きなデスモスチルスの下顎があり、それを土台にして全体の復元を行

った。 

⚫ 私の後ろの方に、見えておりますかね。 

⚫ 白い大きな頭で、上にありますのが、皆さんご存じの江差町で見つかった若いデスモスチルス

の頭。 

⚫ それから、こちら側にあるのが、北大に収蔵されている戦前にからそで見つかったケトン標本

といわれるものの頭。それらに比べるとかなり大きな頭を持っている個体が、幌加内町で見つ

かっている。 

⚫ 最初歌登でも、断片的だが同じように大きな個体の骨が出ており、全体として、子供から大型

の個体までいろいろ検討する材料として活用できるんじゃないかと学会でも発表したところ。 

⚫ もう 1 つ、束柱類ではないが当館の学芸員が、昔から進めている骨の化石の中にコレステロー

ルが入っており、それを分析すると、海の中の何を食べていたかわかるということを、研究し

ていたが、道内の初山別のカイギュウ、札幌のカイギュウ、滝川のカイギュウの分析結果が出

て、パリオスリーと言われてる雑誌に出た。初山別カイギュウはアマモを食べていた、札幌カ

イギュウ滝川カイギュウは、昆布を食べていたというふうな食性の解析が出てきた。 

⚫ それはそれで成果であるが、それを束柱類の方にも展開して、謎とされていたデスモスチルス

の生態の解明に向けて取り組んでいるところ。十勝管内では、別の話題もいくつか出ているの

で、他の方々が報告されなければ、最後にちょっと時間をいただきたい。 

［沼田町・松井］ 

⚫ 沼田町では冬期休館が 4 月 29 日に終わり 4 月 29 日から今年度の営業を再開させていただいた

ところ。 

⚫ その際に 5 月 20 日まで沼田周辺のアンモナイトということで、企画展を開催した。 

⚫ 沼田・羽幌・小平・幌加内・深川・遠別などのアンモナイトを展示させていただいて過去最

高、日によっては過去最高になるぐらい 1 日の来場者があった。 

⚫ この後沼田町で毎年開催させていただいている、タカハシホタテやヌマタネズミイルカが発見

された化石産地へ実際に地層を観察しに行くという地層観察会を 6 月 28 から 7 月までに 3 回

行わせていただいて今ちょうど募集期間、今日までとなっている。 

⚫ 夏休みには特別展北海道のクジラと題して、7 月 18 から 9 月 30 までのちょっと長い期間で、

サッポロクジラ、テシオコククジラ、シントツカワクジラ、フカガワクジラ、ヌマタナガスク

ジラを一堂に会した特別展を予定。 

⚫ また、8 月 1 日に、クジラ博士ということで、本会議に参加していただいている札幌の博物館
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活動センターの田中先生をお呼びして講演会なども開催する予定なのでみなさまぜひ来てもら

えれば。 

 

［札幌市・田中］ 

⚫ サッポロクジラの論文が 2025 年の 8 月に出て、メガベリーナ・サッポロエンシスという正式

な学名がついた。 

⚫ このサッポロクジラは 2008 年に発見されて、長らく古沢学芸員が取り組まれていたもの。 

⚫ 化石ネットの中では、足寄動物化石博物館の新村との共同研究ということで、特に復元画とか

３Ｄモデリング、とってもおっきい重たい標本のためそういった技術を使って復元を作ってい

ただいた。 

⚫ 北海道のヒゲクジラはここ５～7 年ぐらいで、ワーッと新種がでてきたがタイキケトゥス、ヌ

マタナガスクジラ、フカガワクジラに次いでサッポロクジラが 4 番目の新種。保存状態がとっ

ても良いというのが特徴の化石。 

⚫ サッポロクジラの展示を昨年度、結構力を入れて発信した。 

開催地は札幌市博物館活動センター他、北海道大学総合博物館、札幌市図書情報館、札幌市西

岡図書館、ＡＯＡＯＳＡＰＰＯＲＯ、それから農業体験施設のさとらんど、そういったところ

にパネルとか、レプリカ、時には実物を置いて展示した。 

⚫ 今年度は、5 月 30 日に、サッポロクジラの実物、頭部の化石を初公開ということで、札幌市博

物館活動センターの中に開設して、新しい常設展として増やした。 

⚫ そのセレモニーに小林先生にも参加いただいて、多くのマスコミの方に来ていただけた。 

⚫ 今後サッポロクジラホールは、札幌市博物館活動センターの常設展ということで、いつでも見

られるようになっている。 

⚫ 今年度の取り組みとしては、北海道大学総合博物館の夏の企画展、北大の恐竜達の中にサッポ

ロクジラが展示される予定。 

⚫ あと先ほどご紹介あったとおり、沼田町化石館の夏の特別展にも出展。 

⚫ 札幌市博物館活動センターでは、夏の企画展として、化石のカイギュウ展という取り組みをや

る予定。 

⚫ 沢村先生がご紹介されていた、昆布を食べるサッポロクジラの実物を展示する予定。 

 

［八雲町・三浦］ 

⚫ 八雲町郷土資料館では毎年の恒例事業として、化石採集体験事業を行っている。 

令和 7 年度も、6 月 28 日土曜日に、午後 1 時半から 4 時の日程で、八雲町内にある上八雲と

いう地域にある、瀬棚層の露頭のところで小学生を対象に化石採集を行った。人数としては小

学生 15 名の保護者等含めて 31 名参加。 

⚫ 今年度も実施予定で進めていたが、熊の出没の情報があり、一応中止の方向で動いているとこ

ろで、他の事業を検討中。 

足寄町とかにお聞きしたいのが、現地に行かなくてもできる化石の発掘キットみたいなものを

使って授業されてたりすると思うが、そういったものの入手経路といいますか、実際に博物館の
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方で作られているのか、業者に発注するものなのか、もし参加の方でご存じの方がいれば教えて

いただきたい。 

 

［沼田町・松井］ 

⚫ 沼田町も足寄さんと一緒で地層観察会で行っている実際の化石産地の砂を取ってきて、砕いて

乾燥させて水で溶いて、化石とか他にもクリスタルみたいのを使っているがそれはおろしてい

る業者さんが、日本国内にあり、そちらから購入したものを入れているみたいな形になる。 

⚫ 大きさ的にはゼリーの容器ぐらい。 

1 個 300 円から、ちょっとグレードの高いものを作成してということになる。 

うちは制度上なかなかミネラルショーとかで買うっていうのが難しくて、もしかしたらそちら

の方がいいものを手に入ることもあるかもしれない。 

 

［むかわ町・陶］ 

⚫ むかわ町は、イベント実施時は町内の事業者の方に発注しており、化石のノジュールの発注か

ら実施まですべて業者の方に委託。 

 

［北海道・枝村］ 

⚫ オホーツクミュージアムえさしだが、欠席のご連絡があり、情報提供を預かっているので、私

の方から代読させていただく。 

⚫ 足寄動物化石博物館さんにご協力をいただき、秋に化石発掘体験講座と、デスモスチルスの化

石発掘調査を実施予定ということでご紹介させていただく。 

 

［浦幌町・持田］ 

⚫ 事業的なものはあまり行っていないが、先般発表になった町内に白亜紀と古第三期の境界線に

あたるＫ－Ｐｇ境界っていう、恐竜が絶滅したときの隕石の衝突の痕跡がある地層があるが 

こちらの方が従来、1986 年に見つかっていた、茂川流布川の地層をずっとＫ－Ｐｇ境界とい

うふうな形で公開展示してきたが、先般の東北大を中心とするグループが同じ町内の川流布川

本流で、新しい地層を発見されて、そちらが発表になったということで、今後従来展示してい

た地層の展示を更新する必要が出てきている。 

⚫ この内容についてはまだ今回の新しい人を発見したグループとまだコンタクトがとれておら

ず、今後地元に向けての説明会の開催であるだとか、いろんな形でご協力をお願いしたいなと

考えているところ。 

⚫ 町としては、今、展示の更新にあたって、大型の予算を伴うものなので、町費から直接展示を

更新するということではなくて、昨日の町議会でちょうど可決されたばかりだが、新しく基金

条例を制定して、資金調達を広く呼びかけて、展示の更新を行っていくという方針を固めてい

る。 

⚫ 近隣館である足寄の動物化石博物館さんも、同じ地層の展示があったりとか、あとはこの地層

のすぐ脇からアンモナイトの一種が算出されていて、今一応北太平洋域で見つかってるアンモ

ナイト化石の中では、一番最後のものというふうにこれまでされてきたものだが、この化石の
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再評価等も今後は関わってくることから、そういった部分で関連の化石館の皆さん方のいろん

な助言やご協力をいただく機会が増えていくと思う、その辺りのご協力をお願いしたいなとい

うことと、広くクラウドファンディングを活用した資金調達をこれから、このテーマで行って

いく、それに当たってもいろんな形でご協力をいただければなというふうに考えている。 

 

［北海道博物館・成田］ 

⚫ 展示に関しては、現在、企画テーマ展ということで、全国樺太連盟資料展を来週 14 日日曜日

まで実施。 

⚫ 樺太ということで、サハリンの方で見つかっているアンモナイトの化石、石炭或いは様々な岩

石等を展示。 

⚫ 同じく当館の総合展示の方では数ヶ月 1 回、展示を入れ替えるクローズアップ展示というもの

があり、現在、「恐竜時代の地層を貫く岩石ランプロファイアー」と題して非常に珍しい火成

岩ランプロファイアーを 8 月 6 日まで展示。 

⚫ そのあと翌日から 12 月 16 日まではその次のクローズアップ展示ということで、世界最古のチ

ョウノスケソウ化石を展示。 

⚫ この化石は私の方で研究している植物化石で、恐竜などの脊椎動物とは違い、比較的地味では

あるが、北海道十勝のぬかびら源泉郷で見つかった新種の化石ということで、タイプ標本を展

示したいと考えている。 

⚫ 同じく継続して当館の休憩ラウンジの方では、道民参加型の展示ということで、北海道化石会

さんの協力を得ながらアンモナイトの化石の展示をしている。 

⚫ 普及行事に関しても北海道化石会さんのご協力を経て、今月 14 日に子ども向けのワークショ

ップということで、石の中から本物の化石を掘り出してみようというイベントを行う。 

⚫ 当館のこの行事の場合は民間の愛好家の皆さん、北海道化石会の皆さんのご協力を得ながら、

実際野外で採集されたコンクリーション、（ノジュール）を材料に、それを参加者の子ども達

に叩いてもらうという体験をしてもらう。 

⚫ 同じく、先週、ジオパークネットワーク会議の方でも共有したが、この秋 11 月 21 日から月 1

回、全 4 回の連続講座として、やさしいちゃれんが地学講座ということで、地学の知識がない

ような方向けのやさしい講座を行う。 

⚫ ぜひ地域の博物館の皆さんでも、小中高校の先生方に向けて、地学をどうやって教えていいか

わからないというようなお声にも対応するような形で行うので、もし心当たりがあったら呼び

かけをしていただきたい。また、地学の基本的なことがわからない、それを知りたいというよ

うな皆さん、或いは、周りでそういう声があったら、適宜共有していただいてご参加を呼びか

けていただければと思う。 
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４ その他・質問等 

［足寄町・澤村］ 

⚫ 令和 7 年度の全体の取り組みと令和 8 年度の取り組みとで量的にも質的にも縮小した感じがす

る。例えば穂別の恐竜博物館ができて、全体の動きがそう変わっていくとか、そういうふうな

ことなのか。 

 

［北海道・枝村］ 

⚫ 確かに令和 7 年度に行った事業報告と今回お示ししている令和 8 年度の計画では、総量として

は少ないが、まだ令和 8 年度の部分で決まってない部分もあるということと、なかなか言いに

くいが、予算的な制約もあり難しい部分がある。 

⚫ 今回、令和 8 年度の案として示している量としてはこのような形にはなっているが、お金をか

けなくてもできることや赤レンガ庁舎等々でＰＲする機会はあると思う。 

⚫ そういったところで、できることがあれば積極的に行っていきたいと思うし、また皆様からご

意見・ご提案とかあれば受け付けていきたいと思っているので、ご理解いただければ。 

 

［むかわ町・櫻井］ 

⚫ おかげさまで多くの人数入っていただきまして皆さんに感謝申し上げる。 

⚫ この午前中に札幌市青少年科学館と実は打ち合わせがあり、ご存じの方もいるかと思うが夏

に、ティラノサウルス展というのを企画しているということで、何か連携できませんでしょう

かというお話をいただいた。 

⚫ 例えば具体的なスタンプラリーみたいなものができたらいいなと考えたということで、すぐ

に、今この夏に向けてすぐこちらで何かできるのは難しいかなと思うが、ご参考までに情報提

供という形でお知らせする。 

⚫ こういった形の企画展もこのネットワークに直接加盟してない、館とか町とかでも実施される

ときには、何らかの形で今後連携していけたらいいのかなと思う。 

 

［北海道・枝村］ 

⚫ 我々としても協力できるところは積極的に参加していきたいなというふうに思っているので、

情報提供等に感謝する。 

⚫ あと、お話いただいた中で小平町さんや八雲町さんから、クマ関係のお話もあった。 

⚫ 私たちの係では、恐竜化石の他、ジオパーク、北海道遺産、日本遺産にもかかわらせていただ

いており、それぞれ会議を持っている中で、このクマの話題が、最近、出るようになったと思

っている。 

⚫ ヒグマをはじめとする野生生物に対して、安全に活動してくことが、非常にこれから重要にな

ってくるのかなというふうに思っており、そういった面でもいろいろと今後情報共有させてい

ただければと思うので、どうぞよろしくお願いしたい。 

 

［アドバイザー・小林］ 

⚫ 今お話あったが屋外の、これからシーズンだという時期にやっぱりクマの問題があるのでなか
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なか対応が難しいと思う。 

⚫ 先ほど八雲町の質問みたいに屋内で何とか展開するという、何とか活動を維持しながら子供た

ちにいろいろイベントを提供できるような環境ができればと思う。 

⚫ 今回、目立ったのは研究成果といいますか、各地でいろんな研究成果があったという報告があ

った。 

⚫ これは博物館の一番の基盤、今後そういうものをベースにしてまた新しい展開が、皆さんでき

ればいいなと思う。 

⚫ 予算的にも皆さん厳しいでしょうし、後は、夏の暑さも厳しそうなので、皆さん本当に体ご自

愛いただきながら予算少ない中でお金のない中でも、いろいろできることを考えながら知恵を

絞り合いながら、展開していきたい、今後ともよろしくお願いする。 

 

［オブザーバー・菊田］ 

⚫ 来年の 1 月 23～24 日、一昨年に参加していただいたサイエンスフェスティバルをイオンモー

ル平岡店で行う。 

⚫ 今回は、イオンモールのちょっと広い会場とかも使えるので、スペース的にはある。 

⚫ 昨年度もやったが、それは予算上の関係と、会場の関係で、こちらのネットワークにお声かけ

られなかったが、今年度は今からもう決まっているので、もし出展をしていただけるところが

ありましたら、私の方に連絡していただけたら。 

⚫ 今後ちょっとブース割とかを決めていくときに、参考にさせていただく。 

⚫ できれば発表の場として活用していただけたらと思うので、よろしくお願いする。 

 

［八雲町・三浦］ 

⚫ 先ほどの熊の件で、ちょっとお聞きしたいのだが、今現地でそういった化石採集の事業とかさ

れている参加者の方で、実際熊が出て、改めてどういうような対応予定でいるのかというの

を、最後お聞きしたい。 

 

［浦幌町・持田］ 

⚫ 先ほどの地層の観察会を現地でやるにあたって、やっぱりヒグマの出没が問題になっている、

道有林の中にあるので、道の森林室と今対策を協議しているが、地元の中学校から、やっぱり

教材として活用を進めたいというふうなお話をいただいていて、その中でちょっと上がってい

るのが、おそらく八雲町さん等でもそうだと思うが大体この中学校の子供たちの保護者が猟友

会の会員。 

⚫ それで地元のお父さん方としては、ヒグマの対策に自分たちの事情だとか地域の人間が実際に

猟友会として関わっているところも含めて、子供たちに事業として見せたいというふうなこと

をご相談いただいていて、今実際実現の可能性探っているのは、猟友会さんが実際についてで

すね、発砲の許可も、いざ本当に出た場合は多分これだけの人数でいくとかえって出ないが、

実際そういった形で山に入っていったときに、ヒグマの対策を地域としてこういうふうなこと

で行っているんだということも併せて、現地の化石とか地層の見学会を行うというふうな枠組
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（敬称略） 

みでの、事業ができないかなということで、町で検討を行っているところ。 

⚫ これ実際にやるとなると、道庁の環境生活部の方から、実際に発砲の区域、今、有害鳥獣駆除

で、山麓の圃場の周辺に限られているが、林内での有害鳥獣駆除の許可の範囲を広げる必要が

あるので、そういった手続きとか、実務的にちょっと必要になってくるハードルの段階がいく

つかあるので、その実現までの時間がかかっていて、昨年やる予定だったんですが知床での死

傷事故があったことから見送りになっていて今年もう 1 回 1 から仕切り直して今進めていると

ころ。 

⚫ もし可能になると、地学教育っていうふうな部分と地域教育っていうふうな部分と合わせて行

える内容になるので、できればそういった形で、年内に実現したいなということで今進めてい

るところ。 

 

［むかわ町・櫻井］ 

⚫ 我々も山の中で現地に行って化石発掘体験っていうのは実施している、その場合にやはり事前

の下見をきちんとすること、そして、当日もスタッフを確保して音を出しながら、こちらの存

在知らせながら行動するという、どうも基本的なところかもしれませんがそのような取り組み

をしているところ。 

 

 


